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私が公認会計 士を目指したきっかけは、大学で 受講した簿 記の授 業でし
た。会計 帳 簿の 仕 組みを学ぶ中で簿 記の面白さを知り、会計 士という仕事
に興味を持つようになりました。現在は監査法人で、銀行やカード会社など
の 金 融 機 関の監 査 業 務に携 わっています。 大 規 模 な 法 人の監 査を 通じて、
経済の動きを身近に感じられることにやりがいを感じています。大学時代は
国際 政治 経済学のゼミに所属し、仲間と議論を重ねながら研 究に取り組み
ました。研究成果をゼミナール大会で発表し入賞できたことは大きな思い出
です。また、公認会計 士試 験の勉強にも力を注ぎ、困 難な状 況の中でも諦
めず 努力を続けた 結果、在学中に合格することができました。この 経 験は
大きな自信となり、現在の仕事にも活かされています。立命館大学では、全
国や世界から集まる多様な学生との出会いを通じて視野を広げることができ
ました。さらに、資格取得や 留学、国 際 交 流などの支 援 制度も充 実してい
ます。皆さんもさまざまな挑戦や出会いを大切にしながら、自分らしい進路
を切り拓いてください。

大学は「これを突き詰めたい」と思った時に、好 奇心のままどんどん深 堀
りできる場所だと思います。私の所属していたゼミは、興味・関心があるテー
マをなんでも設定できたので、好奇心の幅を狭めることなく自由に研究がで
きました。3 回生の時にチームで計量経済学的分析と論文執筆を行い、成果
を学外の研 究発 表会で 報告したのもよい経 験でした。このゼミで、親 身に
指導してくださる先生方や、意識が高く互いに刺激し合える友 人と出会えた
ことは、私の大きな財産です。現在は、総合電子部品メーカーで、自動車部
品メーカー向けの営業活動に従事しています。グローバルに事業を展開し、
最先端の技術を多く有する企業で、社会に大きなインパクトを与える仕事に
関われていることにやりがいを感じています。ゼミで培った、何事も好奇心
を持って突き詰める姿勢が、現在急速に発展している車載アプリケーション
の理 解など、さまざまな業務にも役立っています。グローバルに活躍できる
人材になるという目標に向け、目の前の業務に注力するとともに、言語習得
にも力を入れたいと考えています。

有限 責任 あずさ監査法 人
東京事務所 金融統轄事業部

［経済学部 2023 年卒業］ 

株式会社村田製作所
車載営業部 販売 3 課

［経済学部 2023 年卒業］ 

ゼミ活 動と資 格取 得 への 挑 戦を通じて、
公認会 計 士への 道を切り拓く。

大学は、 突き詰めたいことを
好 奇心 のまま深 堀りできる場 所。

2019 年、経済学部に入学。同年 6 月、簿記 3 級、11月、簿記 2 級を取得。2 回生から公認
会計士試験の勉強を開始。2021 年 12 月、学内ゼミナール大会で、共著の論文が入賞する。
2022 年、公認会計士試験に合格。2023 年 4 月、有限責任 あずさ監査法人に入社。金融
統轄事業部で、金融機関やカード会社の監査に従事。

2019 年、経済学部に入学。2023 年 4 月、株式会社村田製作所に入社。車載営業部で、自
動車部品メーカー向けの営業職として、顧客の開発・購買部門との折衝や関係構築、海外
拠点と連携したグローバル案件対応、市場・競合分析を踏まえた戦略立案に従事。自身の
経験から、大学選びは「何を学び、どう成長したいか」が最も大切だと考えている。

卒業生からのメッセージ

入試の最新情報は「立命館大学 入試情報サイト」 をチェック

入試情報

https://admission.ritsumei.ac.jp/

ホームページを一新しました

経済学部ホームページ

https://www.ritsumei.ac.jp/ec/

https://www.ritsumei.ac.jp/ec/lecture/

経済学部の入口をのぞいてみよう
「経済学ってなんか難しそう」を 「経済学部で学びたいな！」に変えることができるきっか

けとなる、模擬講義動画を掲載しています。このパンフレットを読んでいただき、少しで
も経済学に興味を持った方は、経済学の入口に一歩踏み出してみませんか？ 



E C O N O M I C S

経済って、みなさんにとっても身近なコトなのです。

それは、多くの高校生のみなさんが、経
済って自分たちとは関 係ない別世界の
ことだと思っている「ふし」があることで
す。多分、為替とか貿易とか株価とか景
気とか、そういうのが経済って思っている
のではないでしょうか？ だから経済って、
ニュースとかに出てくる話で、自分たちに
は関係ない、と思ってしまっているのでは
ないでしょうか？
　実は、それは単なる思い込みなので
す。確かに、為替、貿易、株価、景気ってい
うのは経済に関連することです。でもそ
れだけではないのです。みなさんが小さ
いころから過ごしてきた生活の中に、経済
は息づいているのです。

たとえば、みなさんは小学生ぐらいか
ら、月＊円という形で、おこづかいをもらっ
ているのではないでしょうか？ もらった

金額の中で、食べ物や飲み物や文房具や
コスメなんかを買っているのでは？ その
ときに、自分にとって要らないものや、好き
でないものを買ったりしないですよね？ と
てもおこづかいではまかなえないような、
高額なモノも買ったりしないはずです。逆
に、お小遣いの範囲内で手に入るモノの中
で、欲しいモノを買っているのではないで
すか？

何を当たり前のことを書いてんの、と
思っているかもしれません。しかし、この
ようなおこづかいのやりくりをするこ
とこそ、立派な経済活動なのです。経
済は英語で Economyといいますが、そも
そも語源は「家計をやりくりすること」で
すから。

だから、みなさんは小学生のころから、
経済活動に「従事」しているのです。会社
のさまざまな活動も、国の色々な活動も、
結局は、おこづかいをやりくりすることと
変わりません。会社では、手持ちの資金

の範囲内で、どんな商品をどれだけ作るか
を考え、そのためにどれだけ人を雇って、
どんな規模の工場を建てるかを考えます。
国だって税金で集めた予算の範囲内で、
どんなことにどれだけお金を使うかを決
めています。そういう意味では、おこづか
いの使い方を考えるみなさんと同じです
よね、会社も国も。

どうしても欲しいものがあるけど、手持ち
のお金では少し足りない、そこで来月分の
おこづかいを前借りするって経験はありま
せんか？ 今月使えるお金が増える分、来
月使えるお金は少なくなりますよね。こう
いう時って立て替えてもらうことが多いの
で、ちゃんと「＊円前借りしました。」って
メモを残すように親御さんに言われたこと
はありませんか？

これと同じことを国も行っているのを
知っていますか？ 国は、今の国民のため
に使うお金を確保するため、将来の国民か
らお金を前借りしているのです。メモに当
たる借入証を債券といいます。このような
債券は国が発行しているので国債と呼び
ます。

みなさんはお年玉を親御さんや祖父母
や親せきの人からもらっていると思いま
す。そして、もらったお年玉を貯金してお
くっていう人も多いと思います。貯金す
るってことは、今、手持ちのお金があるの
にあえて使わないってことです。人によっ
ては、親御さんが管理されている場合もあ
るでしょうね。

じゃあ貯金したお年玉はいつ使うのか、
それは、推しのアイドルのコンサートチ
ケットが当たったり、友達とテーマパーク
にいくことになったときではないでしょう
か？ つまり、今、手持ちのお金を使って何
かを買わずに、将来、使う機会があるとき

に使うわけです。おこづかいの前借りの
逆パターンです。

おじいさんやおばあさんは、若いときに稼
いだお金の一部を国に預けて、その時に
使わずに、将来（老後）に使うためにとっ
ておいています。これが年金です。お年
玉を貯めて、いざという時に使うのと基本
的には同じなのです。
　このように、小学生のころからみな
さんが経験していることと、企業や国
が行っている経済活動って、根っこの
部分は同じなのです。みなさんが、お
こづかいを使ってモノを買ったり、前借り
したり、お年玉を貯金することと、政治
経済の教科書の内容とが結びついていな
かっただけなのです。

ただし、お金が絡んでいる経験だけが

経 済ってわけではありません。経 済 活
動って結局は意思決定なのです。なの
で、経済学は主に経済活動に関する意思
決定の結果を研究する学問といっても間
違いはありません。

といったものも、経済学と関係していて、
研究がなされているのです。

どうでしょうか？ 自分たちの身近な経
験が、経済活動そのものだということ、少
なくとも経済活動と関連しているという事
に納得してもらえたでしょうか？ 納得して
くれて、もしほんのちょっとでも面白そう
だと思った人は、ぜひ、人々の意思決定を
分析する経済学部を、進路の一つの選択
肢にしてくれれば幸いです。

高校に入試説明会や模擬授業に
行くたびに感じてしまう「違和感」が
あります。

さて、みなさんのおこづかいの話
に戻りますね。みなさんはおこづ
かいの前借りという経験はありませ
んか？ 

これと同じことを国が行っていま
す。おじいさんやおばあさんに聞い
てみてください。「年金ってもらって
る？」って。 グループワークや掃除当番などの

チーム活動で、さぼるクラスメートを
どのように対応したらよいのか？、ク
ラスの委員長や生徒会長をどのよう
な形で選出するのがよいのか？ 

経済学部教員が、受験生のみなさんにとって身近なさまざまな謎「?」を
経済学で読み解くエッセイを掲載していますので、ぜひご覧ください。
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国 際 専 攻

 経 済 専 攻

英 語 インテンシブコース

中国 語 インテンシブコース

英 語コース

二言 語コース

国際 基 礎

導入期
経 済 学に触れる

基礎定着期
関 心を醸 成し、学びの展 望を考える

完成期
学びの集 大 成として卒業 論 文を書く

成長・展開期
　専門知 識　 を身につけながら協力する力と思考力を鍛える

春 学 期 秋 学 期 春 学 期 秋 学 期春 学 期 秋 学 期 春 学 期 秋 学 期

経済基 礎

ユニット基 礎 ユニット展開科目

入門科目 コア科目

ツール 科目

キャリア科目

留学
ゼミナール 大 会

メントレ

基 礎 演習 実 践 経済 演習Ⅰ 実 践 経済 演習Ⅱ 演習Ⅱ 演習Ⅲ演習Ⅰ 卒業研 究

外 国 語

講 義 科目

小 集 団

到 達目標

グローバ ル 経 済ユニット

経 済 政 策 ユニット

労 働・社 会 保 障 ユニット

ファイナンス分 析ユニット

ビジネス 戦 略ユニット

環 境 政 策 評 価ユニット

地 域 マネジメントユニット

歴 史・思 想 研 究 ユニット

春学期 秋学期 春学期 秋学期春学期 秋学期 春学期 秋学期

International Business

Introductory International Economics

Introductory International Political Economy

Introductory Macroeconomics

Introductory Microeconomics

Introductory Political Economy

英語ワークショップ

中国語ワークショップ

海外アカデミックプログラム

海外フィールドワークプログラム

海外インターンシッププログラム

環境経済概論

企業論

経済政策論

国際経済学

国際政治経済学

社会調査論

社会保障論

西洋経済史Ⅰ

会計学

金融論

経済学史

財政学

ゲーム理論

日本経済論

マネジメント論

簿記入門Ⅰ 簿記入門Ⅱ キャリアデザイン など

など

分析ツール／経済数学Ⅰ

情報処理演習 基礎統計学 など

基礎ミクロ経済学

基礎マクロ経済学

社会経済学初級α

社会経済学初級β

経済学入門 経済史入門

経済学の基本的な考え方を
学び、学習動機を高めます。

経済学の基礎理論を学びます。

大学での学び方を身につけるための小集団授業 
 です。4 年間を通じた小集団教育の始まりです。

4 年間で身につけた力の集大成として
卒業論文を執筆します。

2 回生から
小集団演習である
ゼミに所属します。

多様な経済学分野をそれぞれの
関心に合わせて学びます。
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大 学 生 活にスムーズに 移 行で きるよう、 経 済 学 部 で の 学 び 方や
経 済 学 の 基 本 的な 考え 方、 外 国 語を集 中 的に学 びます。
小 集 団で の 授 業を 通し 、 大 学 生として主体 的に学 ぶ 姿 勢 を身につけます。

大学生活の基礎を作る

基礎演習

経済学部では、一日でも早く大学での学習
に慣れてもらうために、基 礎 演習という少
人 数クラスを用意しています。 このクラス
では、レポートや論文作成に必要なスキル、
たとえば、図書館の 使い方やアカデミック
ライティングを、共 通教科 書を用いつつ学
べる機 会が提 供されています。加えて、各
クラスには、 オリター *と呼 ばれる上 回 生
がサポーターとして大学生活 全般を支 援し
ています。

 
実践経済演習Ⅰ

上 記 の「 基 礎 演 習」で 培った 成 果 を、2 回
生「実践経済演習Ⅱ」や「演習Ⅰ」（ゼミ）、3
回生のユニットにおける系統 履修につなげ
ていく橋 渡しとしての 科目になります。 具
体的には、《アカデミックライティング》《統
計 分 析 》《 英 語・中 国 語 ワー クショップ 》

《PBL（Project Based Learning）》《 文 献
輪読》《プレゼンテーション》《キャリア教
育 》など、 授 業 メニューごとのクラスに分
かれて履修を行います。

情報処理演習

情 報 処 理 演 習は大 学で の 学 習を円 滑に行
うために 必 要となる情 報 処 理 関 係 の 基 礎
知 識を 体系 的に学 び、 経 済 統 計 分析 の 基
礎知識を身につけるための授業です。実際
にパソコンを操 作 する実習形式の 授 業で、
パソコンの基本的な使い方やデータ処理技
術を習得します。

 
基礎統計学

統計資料の利用は、私達が現実の経済社会
を把握する上で、重要な手段です。それぞ
れの統計資料は固有の特徴をもっています。
実際に接する統 計資料によって何が得られ
るかを理 解するためには、与えられた統 計
を眺めるだけではなく、統計の利用の重要
性と限界を認識することが必要になります。
本 科目は、そういった新聞・雑 誌・書 籍 等
で用いられる統計資料の読み方と利用方法
の基礎を学ぶことを目的とした授業です。

経済学入門

1 回生になってまず 受講するのが、経 済学
の基 本的な考え方を学ぶ「経済学入門」で
す。 この 講 義 は、 経 済 学 の 基 本 的 な 考え
方を学ぶことを通じて、経済学の学問的発
展に尽くした先人たちの 偉業を知るととも
に、現実の経済活動に興味が持てるように
なることを目指すものです。

基礎ミクロ経済学・ 
社会経済学初級α

経済学部生として、最 低限身に付けなけれ
ば ならない 経 済 学 の 基 礎 理 論を系 統 的に
学ぶ 科目です。経済学部では、「コア科目」
と呼 ばれる授 業 であり、2 回 生 からは「 基
礎マクロ経済学」「社会経済学初級β」の履
修を行うことができます。

立命館大学は、学生相互の支援「ピア･サポート」が盛んな大学です。その中でも、オリ
ター制度は、学習や学生生活の面から、先輩である上回生が新入生に支援を行う制度です。
全国、そして世界から学生が集まる大学だからこそ、互いに学び合うことのできる立命館大学
の伝統として根付いています。新入生の仲間作りのサポートを始め、学習や学生生活全般に
関する相談事に乗ってくれるので、スムーズに大学生活をスタートすることができます。

オリター制度とは ?

国際 化した経済・社 会に対する洞察力・分析力を養うべく、独自の
外国 語プログラムを展開し、海 外留学や海 外フィールドワークの機
会を提 供します。外国語教育では英語もしくは中国語を選択し、入
学直後から現地で使える外国語を集中的に学ぶことができます。

国際専攻
Major in Global Studies

経済専攻
Major in Economic Studies

世界で通用する 
国際人を育成する。

現代社会の諸問題を 
解決する人材を育成する。

社会生活の基盤となっている経済活動のメカニズムや市場の法則を
解き明かし、より豊かな社会を創造していくために必 要な考え方や
手法 の 基 礎を学びます。経 済学を中心に法 律や 経営など他の 社 会
科学や教養までを段階的かつ総合的に学ぶことができます。外国語
学習では、英 語コースもしくは二言 語コースを選 択し、外国語 運 用
能力を高めます。

外国語コース 外国語コース

で、外国語 経済学 
教育 海外経験 で、理論 現実 実践

＊中国語、フランス語、ドイツ語、スペイン語、朝鮮語から選択

数 学 の 基 礎 をしっかり学ぶことが で きたのが「 経 済 数 学Ⅰ」です。
数 学 の 基 礎 知 識 は 統 計 学 やミクロ・マクロ経 済 学に欠 か せません。
また、経済理論なども数式を用いて表されることが多く、この授 業に
よって理 解が深まりました。「情報処理演習 」は、Excel などのパソコ
ンソフトの基 本的な使い方からデータ処 理 技 術まで 体系的に学ぶこ
とができ、専門科目やゼミでデータ整理やレポート作成を行う際に大
いに役立っています。

「Thematic Development」は、取り上げた社 会問題について、グ
ループでプレゼンテーションを行うものです。プレゼンテーション能
力の向上に加え、社会問題に対してグループで解決策を模索する思考
力も身につきました。「IC T English」は、リスニング・スピーキングの
機会の多い実践的な授業で、英語のコミュニケーション力が養われま
した。授 業でリスニングやスピーキングの機会が多く設けられていた
ため、短 期留学でも自分の意 見を相手にきちんと伝えることができ、
学んだ英語力が身についていることを実感しました。

「簿記入門 」は、Ⅰ・Ⅱの継 続受講で日商簿記 2級レベルまで学べ、
資格取得も目指せる科目です。簿 記の知識はさまざまな場面で役 立
つものだと思います。私は、この 授 業を 通して会 計 分 野に興 味を持
ち、公認会計士試験に挑戦したいと考えるようになりました。

1 回生で広く学び、好きな分野を見つけよう授業がきっかけで公認会計士志望に

河井 朝飛 さん
経 済学部 3 回生 
東 京都立 八 王子東高等学 校出身

道 盛 鈴菜 さん
経 済学部 3 回生 
大阪 府 大阪桐 蔭高等学 校出身

回生
の学び

英語インテンシブコース 英語

中国語インテンシブコース 中国語 + 英語

英語コース 英語

二言語コース 英語 + 初修 外国語 *

経済学の学びの最初の一歩となるのが「経済学入門 」です。ミクロ・
マクロ経済学と社会経済学の基礎を概観することで、経済学的な視点
の土台が養われるとともに、経済学の全体像を見渡せるようになりま
した。私は今、ミクロ経済学のゼミに所属していますが、そのきっかけ
になったのが、ミクロ経済学を初めて本格的に学習する「基礎ミクロ経
済学」でした。ゼミや専門科目では、回帰分析などの高度で難解なモ
デルや理論を扱いますが、それらの基にあるのが、「基礎ミクロ経済学」
で習う消費者理論や企業理論などの基本概念です。1回生時にこの授
業でミクロ経済学の面白さを知り、意欲的に学習したことで基礎知識
がしっかり身につき、専門科目の学習やゼミでの研究を円滑に進める
ことができるようになりました。1回生時は広く学び、2回生からの専
門科目で自分の専門分野を絞り、深く学ぶ。経済学部のカリキュラム
はこのように設計されています。自分の選んだ専門分野の中の各領域
の繋がりを意識して履修することによって基礎を繰り返し学ぶことが
でき、効果的に理解を深めることができたと考えています。現在の目
標は 3回生論文を書き上げることです。論文執筆とは、自らアンケート
を設計・実施したり先行研究にあたることによってデータを集め、誰も
知らない真実を発見するというプロセスだと思います。苦労もありま
すが、学んだ理論やモデルを活用し、研究のプロである先生の指導も
仰ぎながら、納得できる形の論文に仕上げたいと考えています。
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＊派遣先はすべて2026 年度の予定です。

派遣先国 派遣先機関

オーストラリア ホーソン・メルボルン英語学校

ニュージーランド マッセイ大学

中国 大連外国語大学

中国 東北財経大学

派遣先国 派遣先機関

英国 JBIC（国際協力銀行）　ほか

中国 上海対外経貿大学　ほか

ラオス ラオス国立大学　ほか

派遣先国 派遣先機関

アラブ首長国連邦 日系・現地石油開発会社

1 回 生で身につけた語 学力を活 かし 、 海 外 に視 野を広げ、 経 験 を 積 んで もらう時 期です。
経 済 学 部 で は多様 性を 理 解 する力 や 国 際 感 覚を身につけるため の 機 会を 多く用意しています。

海外へ視野を広げよう

海外の大学などで外国語を集中的に学ぶとともに、
現 地 経 済 事情について、外 国 語で 学ぶことがで き
ます。 プログラムへ の 参 加を 通じて国 際 分 野で 通
用するコミュニケーション能力や専門性を身につけ
ます。

経 済 学 部で 学んだ 知 識を活用し、海 外で 調 査・研
究・発 表 に 取り組 みます。 現 地 の人々と 触 れ合 い
ながら、プログラムごとに設 定されるテーマ（地 域
格差是正やツーリズム、環境と開発など）に関する
フィールドワークに取り組みます。

日本企 業・団 体 の 海 外 オフィスや 現 地 企 業 で 実 施
するインターンシップです。多様な背景を持つ社 員
との就 業体 験や交 流、世界の最前 線 のビジネス 経
験により、海外で働くことについて体験的に考える
ことができます。

G-ALPs（P.15 参照）の一環として、留学生との国際交流、様々な国際キャ
リアで活躍する方の講演などのイベントを多数開催しています。

［過去の企画実績］

	⿟ 国際協力の仕事「働く」「学ぶ」

	⿟ 海外勤務と国際機関への道：大学生活をどう過ごすか

	⿟ �気候変動に適応できるか 
～カーボンニュートラルに向けた滋賀県の挑戦

	⿟ グローバル系コンサルファームの仕事

	⿟ グローバルキャリアについて考察しよう

	⿟ 世界からみた日本のヒューマンライツ：メディア・女性・入管・貧困

	⿟ 中国からの留学生との交流：多文化理解とコミュニケーション

	⿟ �留学体験報告会

海外アカデミックプログラム 海外フィールドワークプログラム 海外インターンシッププログラム

ゼミ活 動 を 通して、 自ら課 題を 発 見し 、 主体 的に問 題 解 決 に 取り組む 力を磨 きます。

ゼミで経済学を探検する
回生
の学び

回生
の学び

経済学部生のための独自留学プログラム

G-ALPs イベント

大塚 健 矢 さん
経 済学部 3 回生 
熊本県 立 玉名高等学 校出身

オ―ストラリアのホーソン・メルボルン英 語学 校で 1ヵ月間のプログラムに
参加し、プレゼンテーションや就 活体験、フィールドワークなどに取り組みま
した。現地のチョコレート工場訪問で企業戦略を、現地のスーパーで商習慣の
違いを学ぶ機 会もありました。多国籍の学生によるチーム活動では、当初は
価 値観の違いに戸惑う場面もありましたが、互いの多様な考え方を活かした
チームへと成長できたのは貴重な経験だったと感じています。バスケットボー
ルを通して現地学生と親しく交流したことも印象に残っています。

以前は、じっくり考えてから行動する慎重なタイプでしたが、留学後は、授業
で先生に積極的に質問したり、課外の公務員養成プログラム「霞塾 」に参加し
たりと、何事にもチャレンジする意識が身につきました。留学を通して自信を
得たことで、就職活動でも可能性を狭めずに挑戦できるようになり、進路選択
の幅が広 がったと感じています。将 来は国 際 的に活 躍できる人材を目指し、
英 語によるコミュニケーション能力を高められる環 境に積極的に挑 戦したい
と考えています。

何事にもチャレンジする意識が身につきました

ゼミ紹介 #01 ｜ 大川ゼミ

ビジネスを経済学で分析する

ゼミ紹介 #02 ｜ 桒田ゼミ

地域・自治体の活性化を
国内外比較から考える

大川 隆夫 教授から
受験生のみなさんへ

ビジネス活 動 の 分析って経営系 の 学 部 でしか学 習で きないわけで はありません。 し
か も経 済 学 部 で は、 単 にビジネス 活 動 の 現 状 分 析だけにとどまらず、 そのような 活
動 が世 のため人のため になっているの かどうか、 という点も分 析で きます。 加えて、
本 学 の 経 済 学 部で は、ビジネス活 動 に関する分析を理 論 面だけでなく、実 際に実 験
を行うことによって検 証することも可能です。このように、経 済 学 部で の学びを 通じ
て、ビジネスを多方面から分析できる機 会を持つことができます。

現実のビジネス活動は多種多様
です。販売する商品の価格や数量
の決 定はもちろんのこと、商品の
生産のための材料は自社内でまか
なうのか、あるいはよそから調達
するのか、商品の販売は自前で行
うの か、 それとも 委 託するの か、
店舗はどのような場所に立地する
のか、商品の販売促進のためにど
のような広告宣伝を行うのか…な
ど様々な意思決 定に直面していま
す。同時に、新商品の研究開発や、
海外への店舗展開のあり方の検討
なども行わねばなりません。しか
も、これらの決 定に関しては、常
に、ライバルの動向を気に掛けな
がら行わねばなりません。

うちのゼミでは、様々なビジネ
ス活動における企業間の駆け引き
に 関して、 ゲ ーム 理 論 を 用 いて、
分 析を行っています。 このような
経 済 学 の 学 問 分 野を産 業 組 織 論

といいます。ゼミ生はチームを 組
んで、自分たちの興味のある産業
のいろいろな動向について、研究
を行 っています。 特 に、3 回 生 時
の 研 究 成 果 は、 経 済 学 部 内 で 開
催されるゼミナール大 会に参加し
て、発表することが通例です。

このような経 験を通じて、卒 業
後 も、 いろいろな企 業 の 動 向を、
ビジネスパーソンならば 誰でも入
手できる情報と学んだ理論を駆使
して、 推 測することがで きる人材
になれることを目指しています。

桒田 但馬 教授から
受験生のみなさんへ

皆さんは既に地 域 活性化の当事 者、すなわち担い手です。大学では地 域の
諸問題の 把握から出発し、様々な分析・調 査 方法を学びながら、一見 細か
いと思われるような研究テーマと、人口対 策といったような大きな研究テー
マを行き来することになります。住民の笑 顔があふれる地 域にしたくありま
せんか。地域で皆さんと一緒に活動できることを楽しみにしています。

日本 で は 近 年、 多くの 地 域 が
元 気 がないと評 価されています。
したがって、地域を元気にしよう
ということで、地域活性化あるい
は 地 方 創 生といった 用 語 が用 い
られています。様々な情報があふ
れ、国内外の往来も盛んな昨今、
いろいろなアイデアが出てもおか
しくありません。それでも地域の
状 況 が 厳しい ほど、 な かな か 成
果がでません。なぜでしょうか。

「地域」は地理・地形に限らず、
社 会 や 経 済あるいは生 活 や 生 産
など様々な要素からなります。ま
た農業や製造業、観光業など様々
な産業がありえます。住民は何が
問 題 であるの かを丁 寧 に 整 理し
た方が良いでしょう。またどのよ
うな 元 気 な 姿 を目 指し、 いかな

る個 性や 特 徴をみがいていくか、
誰がどのような方法で展開してい
くかを、少しずつ仲間を増やして
協議していく必要があります。

ゼミで は 出 身 地 以 外 の 様 々な
地 域 にで か け、 若 手リーダー や
事 業 主、 市 町 村 職 員などと交 流
し な がら 実 態 を 調 査しま す。 ゼ
ミ生 はそれぞ れ の 研 究 テ ーマ を
もって、ゼミ生間で議論しながら、
地 域の 活 性化を重 層的、 総合 的
に分 析するノウハウを学 びます。
他 方、 お 世 話 に なった 方々に 研
究 成 果を 還 元し、 活 性化 事 業の
お手伝いもします。まさに「フル
コース」です。 これぞゼミといえ
ます。
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100 チーム以上が参加し 
調査・研究成果を競います

STEP 1：分科会（予選）

調査・研究力、プレゼンテーション力に 
秀でた発表が選ばれます

STEP 3：表彰式STEP 2：優秀者発表会

選ばれた約 10 チームが 
プレゼンテーションを披露します

学生同士の知識の深め合いや研究意識の向上、また学部全体での研
究力の向上を目標に、毎年 12 月に開 催される学術イベントです。毎
年 100 チーム以 上、約 400 名を超える学生 が 参加します。日ごろの
調 査・研 究の成 果を論 文としてまとめ、その内容についてプレゼン
テーションと合わせてコンテスト形式で評価されます。それぞれの発

表の後には質疑応答の時間も設けられ、会場は熱気あふれた雰囲気
に包まれます。自らが設定したテーマについて徹底的に研究し、多く
の人の前で成 果を報告することにより、社 会で役 立つ問 題発見・分
析・解決の能力、プレゼンテーション能力を養います。

関連性を持つ科目をパッケージ化したユニットで学び、自らの学びをデザインします。ゼミナールでの学修・研究と連動させながら学ぶことが
できます。研究テーマによっては、複数のユニットにまたがる学びが望ましい場合もあります。

ゼミナール大 会に向けて私たちが取り組 んだテーマは
「森林 環境譲与税の使途と森林管理に携わる複数の主体

との関係 」。2024年から課されるようになった森林 環 境
税について調べる中で、これを財 源として市町 村に配 分
される森林 環 境譲 与税というものがあると知り、実際に
放置森林管理など社会問題の解決にうまく活用されてい
るのかを検 証したいと考えたのです。「行政 が 森林 管 理
を行なっている市 町 村 」と「民 間の 企 業 が 連 携して森 林
管 理を行なっている市町村 」の両方の活用データを収 集
し、森林管理に対して税金からどれだけの費用が賄われ
ているのか、重回帰分析を用いて解析を行いました。

当初は「木材×貿易 」で研究を行おうとしましたが、う
まくいかなかったため「木材×森林管理 」に焦点を変える

ことになりました。研究テーマを変更しても、それまでの
積み重ねを引き継いだ点も多く、どんな経 験も学びも無
駄にはならないと感じました。すべての授 業に真面目に
取り組むことがスキルアップにつながるということを改め
て認識できたことは成長につながったと思います。

大 会準 備では、研 究内容をまったく知らない人に理 解
してもらうため、改めて研究を深掘りして焦点を絞り込み
ました。プレゼンのジェスチャーなども工夫し、本番では
堂々と発表を行い、質問にも的確に答えられました。

ゼミナール大会出場を通して、仲間と共にプロジェクト
を遂 行する楽しさを知ることができたのも大きな成 果で
す。将 来は政 策 分析に関わる仕事に就きたいと考え、進
路をより広げるために言語や経済理論を学習しています。

どんな経験も学びも
無駄にはならないと
再認識することができた

三浦 芽 依 さん
経 済学部 4 回生 
広島県 ノートルダム清心高等学校出身

多様 な 経 済 学 分 野を自らの 関 心 に合 わ せて、 深く学 び、 専 門 知 識 や 論 理 的 思考 力を身につけます。

プロフェッショナルを目指す
回生
の学び

ユニット制 ゼミナール大会科目をパッケージ化して関心分野を体系的に学ぶ 理論を身につけ、実践を通して研究成果を発表する

現代から将 来を見渡す俯瞰的な視 座を身に付
けるため、経 済史、経 済 学史を学 び、歴 史 的
な事例や経済学論争の考察を通じ、現代 経済
の諸問題の根源を考察します。

社会思想史

西洋経済史Ⅱ

東洋経済史Ⅰ

東洋経済史Ⅱ

歴史・思想研究ユニット

市 場 経 済 で は 解 決 が 難し い 地 域・コミュ ニ
ティの課題について深く知るとともに、国土形
成 計画から地 域 振 興まで、総合的視 点に立っ
た課題の解決方法を学びます。

観光経済論

地域経済学

都市・地域マネジメント

農業経済論

地域マネジメントユニット

環境・公害問題の科学的な理解に加え、環境の
経済社会的価値や環境政策の効果を評価する
ための分析手法の修得など、政府の環境・資源
政策や企業の環境マネジメントに活用できる文
理総合的な学びを行います。

環境経済学

環境経済評価論

環境法

食糧経済論

環境政策評価ユニット
資 金の調 達・運 用・投 資 戦 略などの理 論を理
解するとともに、金融市 場 の 制 度や政 策に関
する知識、企業 財務や金融市場を分析する技
術など、金融に関わる業 務に必 要な知 識と技
術を学びます。

金融市場分析実習

行動経済学

コーポレートファイナンス

リスク管理論

ファイナンス分析ユニット

人口減少と少 子 化・高齢 化 が日本 社 会にもた
らす影 響を踏まえながら、労 働 政 策 や医 療 政
策、介護 政 策、年金政 策などの社 会政 策に関
わる諸課 題を 分析し、その解決 手法について
考察します。

医療経済論

企業と雇用システム

地域福祉論

労働経済論

労働・社会保障ユニット

経済政策に関わる理論、制度を学ぶとともに、
データ分析 や事例 研 究を通じ日本 経 済が 抱え
る様々な問 題の本質を洞 察する力を養い、俯
瞰的かつ理論的な視点から政 策課題の解決 策
を提案できる力を養います。

経済成長論

公共経済学

貨幣・信用論

地方財政論

経済政策ユニット
国際間の経済関係と各国経済の多様性を理 解
し、グローバルな視野に立って国際的諸課題を
考察し、解決提案できる力を養います。

アメリカ経済論

国際開発プロジェクト・ 
マネジメント

国際貿易論

多国籍企業論

グローバル経済ユニット

経済学的視点から企業の意思決 定理論を学ぶ
とともに、マネジメント、会計、法律などの多
様な観 点 から経営戦 略、企 業 組 織をめぐる諸
課題を分析します。

企業税務論

財務諸表論

産業組織論

組織と制度の経済学

ビジネス戦略ユニット

それぞれのユニットを
身近な「なぜ？」とともに紹介

WHY ECONOMICS?

過去ゼミナール大会テーマ例

メンズコスメ市場での資⽣堂の撤退と KOSE の参⼊

観光農園における収穫体験による地域関心度の変化

森林環境税及び森林環境譲与税について

カフェ市場におけるドトールとスタバの戦略

震災と所得税～能登半島地震より考える

現代社会における商社の意義再考

ファストファッションと環境問題

MBTI と消費行動の関係

新スタジアム新設時の経済効果

労働⼈⼝⽐率の向上に向けた施策考察

中小製造業の生産性向上と外国人労働者の役割

地方から都市への人材流出による地域格差の現状と是正

発展途上国における FTA とサプライチェーン効率化

野球における先攻後攻の勝敗への影響

ソーシャルゲームにおける長期的継続利用意向の決定要因

地方と都市におけるオーケストラ公演の経済波及効果

ふるさと納税制度による都市部の過度な税収移転問題

シェアリングエコノミー等新分野の経済取引と所得税
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卒業研究では、みなさんの興味関心に沿ったテーマを選定し、卒業論文を作成していきます。洞察力を用いて、より良い問いを立てて、テーマ
を選定し、俯瞰力を用いて、論文の構成を決定します。そして、分析力を用いて、論文の内容を緻密にし、論理・表現力を用いて、説得力のあ
る文章を執筆します。このように、4 つの力の集大成が卒業論文なのです。

「自ら問いを立てて分析できる」人になってほしい。これが経済学部教員の思いです。そのための機会となるカリキュラムを用意しました。もち
ろん、カリキュラムの学習だけではなく、大学生活を送る中での様々な体験も、積極的に取り組めば、そのような人になるための一助になるで
しょう。このような人になるためには、どのような力をつければよいのでしょうか ? それは次に示す四つの力です。

経済学部で身につく4つの力

経済学独自のものの見方や考
え方、統計分析のためのスキ
ルを駆使して、緻密に考える
ことができる力

分析力に基づいて、物事を客
観的にみることができる、加
えて理 屈で物事を考えること
ができる力

論理力が身につくことで、ある
事象と別の事象とは、ある着
眼点から似ているのではない
かという風に、物事を大つか
みにとらえることができる力

俯 瞰 力を手 に入れることで、
物事の本質を見抜くことがで
きる力、ひいては、今後どの
ようになるかを先読みするこ
とができる力

3 回生の段階では、分析力や論理力は、そこそこ身にはついているものの、俯瞰力や洞察力は身に付き始めているレベルだと思います。そこで、
それらの力を定着するために必要なものが卒業論文です。
卒業論文の執筆には、上記の 4 つの力が必要不可欠です。卒業論文の作成に試行錯誤する経 験を通じて、分析力や論理力を確かなものにし、
俯瞰力と洞察力を身に付けて社会へと巣立っていってほしいと願っています。

4 年 間 の 学 び の 集 大 成として、 卒 業 論 文を執 筆し 、 社 会 に 羽 ばたく準 備 を行 います。

培った力で未来へ羽ばたく
回生
の学び

卒業研究 4 年間で身につけた力の集大成

分析力 論理力 俯瞰力 洞察力

3回生のゼミでは、FTA とサプライチェーンの関 係性をテーマとした共同
研究に取り組みました。先行研究の整理や貿易データの探索に加え、複 数
の分析手法を用いて結果を比 較・考察する中で、物事を根 拠に基づいて読
み解く「分析力 」を培いました。また、研究を進める際には常に「なぜその
結果になるのか」「どのような要因が考えられるのか」を意識し、自分たちの
考察を論理的に説明することを心掛けたことで、「論理力 」も養われました。

さらに、京都学のレポート作成では、実際に街を歩き、観察を通して見つ
けた課題について、その背景や要因を自分なりに整理・検証しました。現象
だけでなく、その背後にある構造まで考える経験を通して、物事を論理的に
捉える姿勢が身についたと感じています。

共同研究では、データ分析だけでなく、国や地域ごとの貿易障壁を理解す
るために条文分析や事例分析も取り入れました。多様な視点から検 証を重
ねる中で、FTA の効果を左右する条件や要因を探り、本質的な課題を捉える

「洞察力 」を磨くことができました。
また、経済や地域課題に関する授業では、一つのテーマを行政・企業・住

民など異なる立場から考察する機会が多くありました。加えて、定期的に参
加している障害福祉作業所でのボランティア活動では、利用者や職員の動き、
現場全体の状況を把握しながら行動することを意識してきました。こうした

経験を通して、多角的な視点から全体像を捉える「俯瞰力 」を培いました。
卒業研究では、「環 境 規制が貿易にどのような影 響を与えるか」をテーマ

に取り組む予定です。環境規制は企業活動や貿易の制約となる側面を持つ
一方で、技術革新や効率化を促す可能性もあります。これまで培った 4つの
力を活かし、多角的な視点から環境規制と経済活動の関係を探究していき
たいと考えています。

将来の目標は、多様な立場の人、地域や社会を支えられる人材になることで
す。そのため、ゼミの課題に真摯に取り組み、多角的に分析する力を伸ばすと
ともに、ボランティア活動でも一人ひとりに合わせたかかわり方を意識し、相手
の気持ちを汲み取る力やコミュニケーション能力を磨くよう努めています。

山田 恵 那 さん
経 済学部 4 回生 
石川県 立金 沢二 水高等学 校出身

石橋 櫂 さん
経 済学部 4 回生 
福岡県 九州産 業 大学付属九州産 業高等学 校出身

授業やゼミの共同研究、課外活動を通して
社会で必要な力を身につけた

一つの情報や見解に依拠せず、多数の主張を
総合して、自分の意見を持てるようになった

「経済成長論 」や「環 境 政 策 」の授 業で学んだグラフの読み取り方や、複
数のデータを連携させて新しい事実を見出すこと、それを数学的に証明す
ることを通して「分析力 」がつきました。ニュースなどで報じられる出来事
を、授 業で学んだ用語や定理を使って分析することによって、より深く理 解
できるようになった時も「分析力 」がついたと感じます。

「日本 経済史 」や「アメリカ経済 論 」の授 業で学んださまざまな考えや主
張について、なぜその結 論に至ったかを考えることで「論理 力 」がつきまし
た。その結果、人と対話する際に、相手の話に納得できなくても感情的にな
らず、その結論が導き出された過程を考察し、どういう点が自分の考え方と
違うのかを論理的に考えられるようになったと思います。

「環 境 経営論 」の授 業で、ある出来事に対して、一方からだけではなく、複
数の視 点から見ることによって、何が正しくて、何が間違っているのかを考
える多角 的 な 物 事 の見 方 を学 び、「 俯 瞰 力 」を身 につけることが で きまし
た。日常的に見聞きする事件やニュースに対しても、一つのメディアの流す
情 報や見 解だけに依 拠するのではなく、さまざまな記事や主張を事実に照
らして総合 的に検 討し、自分なりの意 見を持 つことができるようになりま
した。

「農業経済論 」で、日本だけではなく世界の国々の農業政策について学び、
それぞれの政策がどのような意図をもって行われたものなのか、それがどの
ような結果を伴うかなどについて考 察することを通して、「洞察 力 」が 養わ
れました。人と話すときにも、その人の表情や話し方からどのようなことを
考えているのかを想像し、その後に何をしようとしているかまで考えを及ぼ
すことができるようになりました。

現在、「宗教が政治・経済に与える影響 」をテーマに卒業論文を執筆中で
す。人々の行動原理を分析し、一人ひとりの宗 教への考え方やとらえ方が、
国の将来に対してどのような影響をもたらすのか、自分になりに考えて結論
を出したいと考えています。
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メントレ第 1 弾

学びと就職活動  編

メントレ第 2 弾

学びと自己分析  編

メントレ第 3 弾

学びと実践  編（OBOG 面接会）

学びと就職活動の関係性や自己分析の仕方
について学びます。

大学での学修という視 点から、ES（エント
リーシート）の書き方について学びます。

多数の卒業生を招き、2 日間にわたって模擬
面接や、ES（エントリーシート）作成の指導
を行ってもらいます。

「自己の価値を社会の中でどう活かすか」について考える経済学部独自のキャリア企画であり、年間を通して実施しています。とくに、秋に開催
される OBOG 面接会では、経済学部同窓会の支援のもと、2 日間にわたって全国から多数の卒業生を招き、自己分析の深掘り、エントリーシー
トの添削、面接の指導を行います。先輩だからこそできる熱血指導により、参加者は就職活動において抜群の成果をあげています。社会の第
一線で活躍する卒業生と協力し、学生の就職活動を組織的に支援しています。

経済学部就職活動応援企画

社会の第一線で活躍する卒業生と協力し、学生の就職活動を組織的に支援します。

年間スケジュール（予定）

4 回生➡第 2 弾第 1 弾➡ 3 回生 第 3 弾

インターンシップ 直前対策自己分析
業界研究 応募企業の検討・決定 求人情報公開

会社説明会・エントリー

※過年度の例です。実施回数・内容は年度によって異なります。

経 済 学 部 で はキャリア教 育に注 力しており、 学 生 が それぞれ の 希望の 進 路 に 進む ため の支 援を行っています。

希望の進路を切り拓く進路
・

就職

実践形式の面接練習で
具体的な助言がもらえた

松田 菜 花 さん
経 済学部 4 回生 
滋 賀 県 立 膳 所高等学 校出身

就職活動の進め方が分からず不安だったことから、正確
な情報を得たいと考えてメントレに参加しました。

「 学 びと就 職 活 動 編 」で、就 職 活 動 の 流 れを学 べたの
で、早期から始まる動きにも遅れをとることなく対応する
ことができました。「学びと自己分析 編 」では、自己分析
の方法、モチベーショングラフや自分史の書き方などを知
ることができました。特に役立ったのはエントリーシート
のレクチャーです。ポイントを押さえた解説によって、書く
べき内容をしっかりつかむことができました。「学びと実
践準備編 」では、先輩からエントリーシートの添削指導を
受け、自分の考えや行動を中心に書くように修正したとこ

ろ、通過率が格段に良くなりました。また、面接練習では
社会人の方と実践形式の練習を重ね、具体的なアドバイス
をもらえたことが、よい結果につながりました。

就 職 活動の準 備や対 策 法を学べたことに加え、先 輩に
自分史を深 掘りしてもらったり、実 際 の 働き方を聞いて、
自分がどのような社会人になりたいのかを深く考えること
ができたのもよかったと思います。

内定先は、自分のなりたい社会人像に近い社員が多く、
目標を達 成するのに最 適な環 境が整っていると感じた企
業です。お客様や職場の人に信頼され、頼ってもらえる人
材になりたいと思っています。

G-ALPs（Global and Active Learning Programs）はグローバルな視 野
を持って自らの目標（ ＝峰）に挑 戦 する学 生を支 援する経 済 学 部 の
国際教育プログラムです。正課 授 業では、外国語科目はもちろんの
こと、経 済学の専門科目についても英 語 や中国語で学べるカリキュ
ラムを用意しています。さらに、経 済 学 部 独自の海 外留学プログラ
ムについても充実化をはかっています。また、正課外の取り組みとし
ては英語ディベートや国際的なキャリアを意識した講演会、オンライ
ンでの国際 交流等を予定しており、正課内外において学生を支援し
ます。

体系的な国際教育 G-ALPs

アクセンチュア（株）
（株）NTT データグループ・（株）NTT データ

オムロン（株）
川崎重工業（株）
関西電力（株）

（株）キーエンス
（株）クボタ
（株）コーエーテクモゲームス

KDDI（株）
清水建設（株）

2025 年度卒業生　進路・就職先一 例（50 音順）

立命館大学大学院

関西学院大学大学院

京都大学大学院

神戸大学大学院

2025 年度大学院進学先例

国家公務員： 11名
国家公務員総合職（独立行政法人 造幣局）、
一般職（法務省、経済産業省、総務省、厚生労働省など）、
財務専門官など

（立命館大学：校友等含む）
＊全国 6 位 西日本 2 位

地方公務員： 24名 大阪府、京都府、愛知県、大阪市、京都市、栗東市、
守山市など

2025 年度公務員決定者数

2025 年度公認会計士合格者数

18名（校友等含む）　 55名

就職状況

2025 年度卒業生　業種別進路決定状況

◎円グラフの数値は小数点以下第二位を四捨五入により算出。
◎端数処理の関係で 100％にならない場合があります。

（株）JTB
双日（株）
ダイキン工業（株）
中外製薬（株）

（株）デンソー
東京エレクトロン（株）
東京海上日動火災保険（株）
有限責任監査法人トーマツ
トヨタ自動車（株）

（株）日本航空

日本生命保険相互会社
日本電気（株）（NEC ）
日本ハム（株）
日本郵便（株）（日本郵政グループ ）
任天堂（株）
野村證券（株）
パナソニック（株）
富士通（株）
本田技研工業（株）

（株）みずほフィナンシャルグループ

（株）三井住友銀行
三井住友信託銀行（株）
山崎製パン（株）
ユニ・チャーム（株）

（株）読売新聞東京本社
国家公務員総合職（独立行政法人 造幣局）
国家公務員一般職（法務省）
国家公務員一般職（経済産業省）
京都市役所
大阪府

名古屋大学大学院

兵庫県立大学大学院　　など

9月 3月8月 2 月7月 1月6月 12 月5月 11月4月 10月

高度な専門性を求められる分野に関して、専門的キャリアの意識付けを行うために、財務・会計プログラムを設置しています。学びの集団を形
成し、難関試験に挑む学生を支援します。

公認会計士や税理士、国税専門官、企業の財務担当職など高度な専門職を目指す人材を養成するプログラム
です。簿記 3 級・2 級の資格取得を目指す正課科目を用意しており、会計系難関資格取得へのステップアップ
も可能です。また、税務・会計のスペシャリストを養成する大学院経済学研究科「税理・財務コース」への進
学の道も選択肢となります。

専門キャリアプログラム

財務・会計プログラム

製造 
24.8%

流通・商事
 9.6%

マスコミ
2.0%

公務員
5.7%

サービス
39.2%

金融
  18.6%

教員
0.2%
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